
摂
論
学
者
智
臓

大
竹

晋

は
じ
め
に

　
　
華
厳
宗
第
二
祖
、
智
徽
は
、
摂
論
宗
の
法
常
に
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』
を
学

　
び
、
法
常
門
下
の
同
学
た
る
玄
奨
・
円
測
が
護
法
流
の
唯
識
説
に
服
し
た
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一

　
も
、
「
『
華
厳
』
『
摂
論
』
尋
常
講
説
す
し
と
伝
え
ら
れ
る
ご
と
く
古
い
摂
論
の

　
学
を
重
ん
じ
た
、
い
わ
ば
最
後
の
摂
論
学
者
で
あ
っ
た
。

　
　
本
稿
に
お
い
て
は
、
玄
装
訳
阿
摂
大
乗
論
無
性
釈
』
の
復
註
椚
摂
大
乗
無
性

　
　
　
　
　
　
　
7
二

．
釈
論
疏
』
一
散
逸
）
の
逸
文
読
解
を
中
心
に
、
『
五
十
要
問
答
』
『
孔
目
章
』
に

　
お
け
る
『
摂
大
乗
論
』
解
釈
を
ポ
参
酌
し
て
智
傲
の
摂
論
学
を
立
体
的
に
解
明

　
し
、
華
厳
宗
の
祖
師
で
は
な
く
、
唐
代
唯
識
学
者
の
一
人
と
し
て
の
智
傲
を
、

　
妨
佛
と
さ
せ
て
み
た
い
と
考
え
る
。

　
　
門
摂
大
乗
論
』
は
十
品
か
ら
成
る
が
、
依
止
勝
湘
品
策
一
・
応
知
勝
槻
品
第

　
二
・
応
知
入
勝
相
品
第
三
が
多
く
を
占
め
る
。
智
傲
独
自
の
解
釈
も
そ
こ
に
集

　
中
す
る
た
め
、
本
稿
で
も
こ
の
前
三
品
の
み
を
級
う
。

二
　
依
止
勝
相
品
第
一

　
依
止
勝
相
と
は
阿
頼
耶
識
で
あ
る
。
『
摂
大
乗
無
性
釈
論
疏
』
一
均
如
榊
釈
華

厳
教
分
記
円
遜
抄
』
巻
三
所
引
）
は
、
こ
れ
に
二
種
あ
り
と
す
る
。

　
　
彼
の
『
疏
』
に
云
く
。

　
　
二
に
宗
趣
と
は
、
阿
頼
耶
識
を
用
ひ
て
宗
趣
と
為
す
。
頼
耶
に
二
種
あ

　
　
〕
〇

　
　
一
に
は
法
住
智
所
明
頼
耶
に
し
て
即
ち
果
報
識
な
り
。
初
の
廻
心
の
人
の

　
　
為
な
る
が
故
に
。

　
　
二
に
は
勝
義
智
所
明
頼
耶
に
し
て
即
ち
無
生
如
来
蔵
な
り
。
根
熟
の
菩
薩

　
　
の
為
な
る
が
故
に
。

　
　
若
し
此
の
文
に
依
ら
ば
、
異
熟
頗
耶
を
以
て
宗
と
為
し
、
無
生
頼
耶
を
以

　
　
て
趣
と
為
す
。
（
已
上
一
（
麗
蔵
四
七
・
一
八
三
C
一

　
声
聞
か
ら
廻
心
す
る
菩
薩
の
た
め
に
説
く
の
が
法
住
智
所
明
頼
耶
・
果
報
識

で
あ
り
、
機
根
の
熟
し
た
菩
薩
の
た
め
に
説
く
の
が
勝
義
智
所
明
頼
耶
・
無
生

如
来
蔵
で
あ
る
。
法
佳
智
と
勝
義
智
の
区
別
は
、
玄
装
訳
門
摂
大
乗
論
世
親
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釈
』
巻
一
が
引
く
、
『
解
深
密
経
』
心
意
識
相
品
の
文
に
依
る
。

　
　
①
広
慧
よ
、
是
く
の
如
く
菩
薩
は
法
住
智
を
依
止
と
為
し
建
立
と
為
す
に

　
　
由
る
が
故
に
心
意
識
の
秘
密
に
於
て
善
巧
な
り
と
難
も
、
然
る
に
諸
の
如

　
　
来
は
、
此
の
施
設
に
於
て
彼
を
心
意
識
の
一
切
秘
密
に
於
て
善
巧
な
る
菩

　
　
薩
と
為
す
と
は
斉
し
か
ら
ず
。
一
大
正
三
一
・
三
二
四
C
⊥
二
二
五
a
一

　
　
②
広
慧
よ
、
若
し
諦
の
菩
薩
、
内
に
於
て
各
別
に
、
阿
陀
那
を
見
ず
阿
陀

　
　
那
識
を
見
ず
、
阿
頼
耶
を
見
ず
阿
頼
耶
識
を
見
ず
、
積
集
を
見
ず
心
を
見

　
　
ず
、
眼
色
と
及
び
眼
識
と
を
見
ず
、
耳
声
と
及
び
耳
識
と
を
見
ず
、
鼻
香

　
　
と
及
び
鼻
識
と
を
見
ず
、
舌
味
と
及
び
舌
識
と
を
見
ず
、
身
触
と
及
び
身

　
　
識
と
を
見
ず
、
意
法
と
及
び
意
識
と
を
見
ざ
れ
ば
、
是
れ
を
勝
義
に
善
巧

　
　
な
る
菩
薩
と
名
、
づ
く
。
一
同
・
三
二
五
a
一

　
①
の
法
住
智
と
は
、
『
楡
伽
師
地
論
』
巻
十
が
η
仏
の
施
設
し
開
示
し
た
ま

ふ
が
如
く
、
無
倒
に
而
も
知
る
L
と
釈
し
（
大
正
三
〇
・
三
二
七
C
一
、
ま
た

巻
九
十
四
が
「
其
の
因
果
安
立
法
の
中
の
所
有
の
妙
智
」
一
同
・
八
三
五
C
一

と
釈
す
が
ご
と
く
、
仏
が
施
設
し
安
立
し
た
法
を
、
正
し
く
理
解
す
る
智
を
指

す
。
仏
が
施
設
し
安
立
し
た
法
を
、
菩
薩
は
法
住
智
に
よ
り
正
し
く
理
解
し
、

心
意
識
の
秘
密
に
善
巧
と
な
る
。
し
か
し
、
諸
の
如
来
は
、
菩
薩
が
施
設
に
お

い
て
心
意
識
の
秘
密
に
善
巧
で
あ
る
の
と
、
斉
し
く
な
い
、
と
い
う
。

　
②
は
、
心
意
識
を
見
な
い
菩
薩
こ
そ
、
勝
義
に
善
巧
な
る
菩
薩
で
あ
る
、
と

い
う
。
こ
の
菩
薩
こ
そ
が
、
諸
の
如
来
に
斉
し
い
の
で
あ
る
。

　
智
傲
は
、
①
が
心
意
識
の
秘
密
に
善
巧
な
る
菩
薩
を
諸
の
如
来
に
斉
し
か
ら

ず
と
す
る
の
を
、
果
報
識
一
異
熟
識
一
が
権
立
で
あ
る
証
し
と
し
、
②
が
心
意

識
を
見
ざ
る
を
勝
義
に
善
巧
な
る
菩
薩
と
す
る
の
を
、
無
生
如
来
蔵
が
真
実
で

あ
る
証
し
と
す
る
。
果
報
識
は
、
声
聞
か
ら
週
心
す
る
菩
薩
の
た
め
の
説
で
あ

り
、
果
報
識
の
不
生
た
る
無
生
如
来
蔵
こ
そ
が
、
機
根
の
熟
し
た
菩
薩
の
た
め

の
説
な
の
で
あ
る
。
『
五
十
要
問
答
』
心
意
識
義
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
故
に
門
無
性
摂
論
』
に
云
く
、
「
今
異
熟
頼
耶
を
立
つ
る
も
、
此
れ
亦
た

　
　
傷
な
し
」
と
い
へ
り
。
既
に
傷
な
し
と
知
ん
ぬ
、
故
に
権
立
と
知
る
。
遡

　
　
心
の
声
聞
の
未
だ
法
空
に
達
せ
ざ
る
も
の
の
為
に
、
権
に
異
熟
の
柵
を
挙

　
　
ぐ
。
（
大
正
四
五
・
五
二
二
C
）

　
「
今
異
熟
頼
耶
を
立
つ
る
も
、
此
れ
亦
た
傷
な
し
」
は
、
門
摂
大
乗
論
無
性

釈
』
巻
一
の
「
異
熟
識
は
是
れ
所
知
性
な
る
に
由
る
が
故
に
、
棚
違
せ
ず
」

一
大
正
二
二
・
三
八
一
a
一
の
取
意
で
あ
る
。
同
摂
大
乗
無
性
釈
論
疏
』
巻
一

一
均
如
『
釈
華
厳
教
分
記
円
通
妙
』
巻
三
所
引
一
に
、
こ
の
文
を
引
く
。

　
　
『
無
性
疏
』
の
初
巻
に
云
く
。

　
　
「
異
熟
識
は
是
れ
所
知
性
な
る
に
山
る
が
故
に
、
湘
違
せ
ず
」
と
は
、
究

　
　
寛
す
る
に
頼
耶
の
体
性
は
是
れ
無
生
如
来
蔵
な
り
。
体
性
は
甚
深
に
し
て

　
　
浅
識
の
境
に
非
ず
。
一
麗
蔵
四
七
・
一
八
三
C
一

　
こ
の
文
の
原
意
は
、
阿
頼
耶
識
が
所
依
の
み
な
ら
ず
所
知
依
で
も
あ
る
の

は
、
異
熟
識
が
所
知
依
だ
か
ら
で
あ
り
、
相
違
し
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
智
傲
は
、
異
熟
識
は
所
知
依
に
す
ぎ
ず
、
無
生
如
来
蔵
は
、
異
熟

識
の
よ
う
に
は
浅
識
の
所
知
の
境
と
は
な
り
え
な
い
、
と
解
し
た
の
で
あ
ろ

う
。　
な
お
、
㍗
阿
陀
那
を
見
ず
L
等
を
識
の
無
生
と
釈
す
の
は
、
真
諦
『
摂
大
衆

論
義
疏
』
一
円
測
門
解
深
密
経
疏
』
巻
三
所
引
一
の
、
次
の
釈
に
南
来
す
る
。

　
　
『
真
諦
記
』
に
云
く
。

　
　
菩
薩
若
し
此
く
の
如
く
前
来
の
識
色
等
を
見
れ
ば
、
此
れ
は
俗
解
に
依

　
　
る
。
仏
は
此
の
人
を
ば
心
意
識
の
秘
密
義
を
解
す
と
記
説
し
た
ま
は
ず
。
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如
実
に
前
来
に
明
す
所
の
識
の
義
を
見
ざ
る
に
出
り
て
、
仏
は
方
に
此
の

　
　
人
を
ぱ
心
意
識
の
秘
密
義
を
解
す
と
記
説
し
た
ま
ふ
。
此
れ
は
識
の
虚
妄

　
　
無
所
有
即
ち
真
な
り
と
明
す
。
一
新
纂
続
蔵
二
一
∴
云
O
a
一

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
真
諦
が
、
識
は
俗
で
あ
り
識
の
虚
妄
無
所
有
が
真
で
あ

る
、
と
釈
し
て
い
た
の
が
判
る
。

　
以
上
、
依
止
勝
相
に
、
果
報
識
一
異
熟
識
一
と
無
生
如
来
蔵
と
の
二
つ
が
あ

る
こ
と
が
判
っ
た
。
門
摂
大
乗
無
性
釈
論
疏
』
一
均
如
判
釈
華
厳
教
分
記
円
通

紗
』
巻
三
所
引
一
は
、
後
者
を
究
寛
の
依
止
と
す
る
。

　
　
彼
の
門
疏
』
の
前
文
に
云
く
。

　
　
此
等
の
文
に
拠
る
に
、
無
生
頼
耶
と
及
び
如
来
蔵
頼
耶
と
、
是
れ
究
寛
依

　
　
な
り
。
一
麗
蔵
四
七
・
一
八
三
C
一

　
こ
の
釈
は
、
真
諦
椚
摂
大
乗
論
義
疏
』
の
釈
に
由
来
す
る
。
遣
蓬
『
天
台
法

華
玄
義
釈
籔
要
決
』
巻
三
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
真
諦
三
蔵
、
依
止
勝
相
を
釈
し
て
云
く
。
、

　
　
依
止
と
言
ふ
は
、
依
と
は
謂
く
所
依
な
り
。
略
し
て
二
種
あ
り
。
一
に
は

　
　
梨
耶
、
二
に
は
掩
摩
羅
な
り
。
二
の
依
止
が
中
に
於
て
、
此
の
九
識
、
則

　
　
ち
正
し
き
応
知
依
止
た
り
。

　
　
弁
相
等
の
師
、
真
諦
の
閉
論
』
を
釈
し
て
皆
な
是
の
説
を
作
す
。
旧
釈
に

　
　
当
り
て
は
奄
摩
羅
を
正
し
き
依
止
と
為
す
。
一
日
仏
全
一
五
・
四
四
a
一

　
真
諦
が
、
異
熟
識
た
る
阿
梨
那
識
の
他
に
、
真
如
で
あ
る
第
九
掩
摩
羅
識
を

挙
げ
、
後
者
を
正
し
い
依
止
と
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　
「
弁
相
等
の
師
」
と
あ
る
弁
相
は
、
地
論
宗
の
慧
遠
の
弟
子
か
ら
摂
論
宗
の

曇
遷
の
弟
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、
地
論
宗
か
ら
摂
論
宗
へ
移
っ
た
者
に

は
、
『
起
信
論
』
に
よ
り
、
真
諦
以
上
に
如
来
蔵
依
止
を
強
調
す
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
弁
柵
の
『
摂
大
乗
論
疏
』
一
珍
海
『
八
識
義
章
研
習
抄
』
巻
－
二
一
所

引
、
大
正
七
〇
・
六
五
〇
c
一
、
そ
の
弟
子
霊
潤
の
閉
摂
大
乗
論
義
疏
』
椚
摂
大

乗
論
玄
章
』
（
門
続
高
僧
伝
』
巻
十
五
、
所
出
、
大
正
五
〇
∴
五
卿
六
C
一
は
、

閉
起
信
論
』
の
一
心
二
門
に
よ
り
『
摂
大
乗
論
』
の
阿
梨
耶
識
を
釈
し
て
い

る
。　
智
傲
も
ま
た
、
無
生
如
来
蔵
を
、
『
起
信
論
』
の
心
真
如
門
と
す
る
。
均
如

『
釈
華
厳
教
分
記
円
通
妙
』
巻
三
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
門
無
性
疏
』
の
中
、
門
起
信
論
』
の
「
是
の
心
真
如
棚
」
の
文
を
引
き

　
　
て
、
通
じ
て
無
生
頼
耶
と
及
び
如
来
蔵
と
を
証
す
－
（
麗
蔵
四
七
・
一
八

　
　
三
C
一

　
智
傲
は
、
弁
相
・
霊
潤
ら
、
地
論
系
摂
論
宗
の
傾
向
を
色
濃
く
受
け
継
ぐ
の

で
あ
る
。

　
さ
て
柵
摂
大
乗
論
』
は
、
阿
頼
耶
識
と
七
転
識
と
の
相
互
因
果
を
説
く
。

1
　
種
子
生
現
行
の
因
果
一
阿
頼
耶
識
中
の
種
子
が
七
転
識
の
現
行
を
生
ず
一

2
　
現
行
薫
種
子
の
困
果
一
七
転
識
の
現
行
が
阿
頼
耶
識
印
に
種
子
を
薫
ず
一

　
困
た
る
種
子
一
阿
頼
耶
識
中
の
種
子
一
が
果
た
る
現
行
一
七
転
識
一
を
生

じ
、
困
た
る
現
行
（
七
転
識
一
が
果
た
る
種
子
（
阿
頼
耶
識
中
の
種
子
）
を
薫

ず
る
。
因
す
な
わ
ち
困
縁
が
果
を
生
ず
る
時
、
他
の
法
は
増
上
縁
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
智
傲
は
、
増
上
縁
も
因
縁
た
り
う
る
と
い
う
、
特
殊
な
考
え
を
有

す
る
の
で
あ
る
。
『
五
十
要
間
答
』
如
実
因
縁
義
は
、

　
　
又
た
増
上
縁
を
自
の
増
上
果
に
望
め
て
還
り
て
親
因
と
為
す
。
故
に
『
雑

　
　
集
論
』
は
疎
縁
を
会
し
て
親
因
の
摂
に
入
れ
た
り
。
一
大
正
四
五
・
五
三

　
　
一
b
一

と
、
増
上
縁
を
親
因
縁
に
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
刊
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
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巻
四
の
十
二
縁
起
の
説
明
に
、

　
　
且
く
無
明
を
行
に
望
め
る
が
如
き
は
、
前
生
の
習
気
な
る
が
故
に
、
因
縁

　
　
と
為
す
こ
と
を
得
。
彼
の
薫
習
相
続
し
、
所
生
の
諸
業
、
能
く
後
有
を
造

　
　
る
に
由
る
が
故
に
。
一
大
正
三
一
・
七
一
一
C
）

と
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
『
成
唯
識
論
』
巻
八
に
、

　
　
而
も
『
集
論
』
に
無
明
を
行
に
望
め
て
因
縁
あ
り
と
説
け
る
は
、
無
明
の

　
　
時
の
業
の
習
気
に
依
り
て
説
け
り
。
無
明
と
倶
な
る
が
故
に
無
明
と
仮
て

　
　
説
け
り
。
実
は
是
れ
行
の
種
な
り
。
一
新
導
本
通
三
六
二
頁
一

と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
智
傲
は
そ
れ
を
否
認
し
て
、
行
の
種
子
一
業
の
習
気
一

の
み
な
ら
ぬ
一
切
の
前
生
の
種
子
が
、
行
一
諸
業
一
の
因
縁
に
な
る
と
す
る
の

で
あ
る
。
『
孔
目
章
』
因
果
章
に
、

　
　
其
の
三
乗
の
義
は
、
因
縁
、
増
上
を
摂
す
る
こ
と
を
得
。
何
を
以
て
の
故

　
　
に
。
法
空
の
分
の
理
に
達
し
、
相
ひ
融
じ
て
成
ず
る
こ
と
を
得
と
為
す
が

　
　
故
に
、
摂
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
一
大
正
四
五
・
五
四
〇
a
）

と
あ
る
ご
と
く
、
三
乗
は
法
空
の
理
に
達
し
、
物
事
が
多
因
の
梱
関
に
よ
り
成

り
立
っ
て
い
る
と
見
る
の
で
、
増
上
縁
を
親
因
縁
に
入
れ
て
も
よ
い
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
あ
る
種
子
な
り
現
行
な
り
の
因
が
果
を
生
ず
る
際
に
は
、
そ

の
因
以
外
の
種
子
や
現
行
も
等
し
く
困
と
な
り
、
一
切
が
あ
る
果
の
た
め
に
因

縁
と
な
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
因
果
章
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
互
ひ
に
因
果
と
為
る
義
は
親
因
の
所
摂
な
り
。
又
た
総
じ
て
唯
だ
因
縁
の

　
　
み
あ
り
。
此
れ
は
終
教
に
約
す
。
一
同
・
五
西
○
a
一

　
ま
た
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

　
　
親
因
と
親
因
と
は
互
ひ
に
相
ひ
知
ら
ず
。
疎
縁
も
亦
た
爾
り
。
何
を
以
て

　
　
の
故
に
。
知
る
べ
き
所
な
き
が
故
に
。
親
因
と
疎
因
と
は
相
違
せ
ず
。
何

　
　
を
以
て
の
故
に
。
二
相
な
き
が
故
に
。
（
同
・
五
四
〇
a
）

　
「
親
因
と
親
因
と
」
は
阿
頼
耶
識
中
の
種
子
と
七
転
識
の
現
行
と
が
互
い
に

親
因
縁
と
な
る
こ
と
を
指
し
、
「
疎
縁
」
は
増
上
縁
を
指
し
、
η
親
因
と
疎
因

と
し
は
親
因
縁
と
増
上
縁
と
が
倶
に
因
縁
た
り
う
る
こ
と
を
指
す
。
而
し
て
こ

の
η
親
因
と
親
因
と
は
互
ひ
に
禍
ひ
知
ら
ず
」
は
、
門
華
厳
経
』
明
難
品
の
偶

「
諸
法
は
白
在
な
ら
ず
、
実
を
求
む
も
不
可
得
な
り
、
是
の
故
に
一
切
法
は
、

二
倶
に
相
ひ
知
ら
ず
」
に
依
る
も
の
で
あ
り
、
「
疎
縁
も
亦
た
爾
り
」
も
、
明

難
掃
の
長
行
「
因
は
縁
を
知
ら
ず
、
縁
も
因
を
知
ら
ず
」
に
依
る
も
の
で
あ
る

（
大
正
九
・
四
二
七
a
一
。
摂
論
宗
の
曇
遷
は
、
こ
の
品
に
『
華
厳
経
明
難
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
〇
一

玄
解
』
を
著
し
、
品
を
十
甚
深
義
に
区
分
し
た
が
、
門
捜
玄
記
』
巻
一
下
は
そ

の
十
甚
深
義
を
用
い
て
い
る
一
大
正
三
五
二
一
八
a
一
。
ま
た
曇
遷
の
『
亡
是

非
論
』
に
は
「
更
互
に
因
生
ず
し
「
互
ひ
に
相
ひ
及
ば
ず
」
等
今
の
議
論
に
関

わ
る
論
題
が
見
ら
れ
る
が
、
『
孔
目
章
』
性
起
章
は
こ
の
論
を
全
文
収
録
し
て

い
る
。
諾
法
が
二
相
な
く
倶
に
因
縁
で
あ
り
な
が
ら
も
互
い
に
相
い
知
ら
ず
と

い
う
の
は
、
一
切
が
作
者
で
あ
り
な
が
ら
も
唯
一
の
固
定
的
な
作
音
が
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
華
厳
教
学
の
法
界
縁
起
に
直
結
す
る
考
え
で
あ
る
が
、

こ
の
考
え
に
は
曇
遷
の
強
い
影
響
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
閉
摂
大
乗
論
』
は
、
こ
の
阿
頼
耶
識
と
七
転
識
と
の
相
互
困
果
を
、
藤
東
の

相
依
の
楡
え
に
よ
り
説
明
す
る
。
『
孔
目
章
』
唯
識
章
は
、
そ
れ
を
否
定
し

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
…
本
識
の
中
に
互
ひ
に
因
果
と
為
る
義
あ
り
て
、
余
の
法
に
は
即
ち
無

　
　
し
o

　
　
若
し
爾
ら
ば
、
何
に
因
り
て
か
藤
束
等
は
互
ひ
に
困
果
と
為
る
こ
と
有
る

　
　
を
得
る
や
。

㏄



　
　
答
ふ
。
余
の
法
が
中
に
互
ひ
に
因
果
と
為
る
は
、
即
ち
是
れ
転
理
門
に
し

　
　
て
因
果
と
仮
て
説
け
り
。
真
実
に
非
ざ
る
な
り
。
一
大
正
四
五
・
五
四
四

　
　
b
一

　
智
傲
は
相
互
因
果
を
、
阿
頼
耶
識
の
内
の
み
に
隈
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
智
傲
が
八
識
体
一
説
を
採
る
た
め
で
あ
り
、
唯
識
章
一
同
・
五
四
六
a
一

が
、
門
十
巻
楊
伽
㎏
の
文
「
阿
梨
耶
識
は
、
如
来
蔵
の
而
も
無
明
七
識
と
共
倶

な
る
に
名
づ
く
」
一
大
正
一
六
・
五
五
六
b
一
を
引
く
ご
と
く
、
如
来
蔵
識

一
狭
義
の
阿
頼
耶
識
）
と
無
明
七
識
と
を
併
せ
て
阿
頼
耶
識
と
呼
ぶ
門
楊
伽

経
』
に
拠
っ
て
い
る
。
判
五
十
要
問
答
』
心
意
識
義
も
笥
楊
伽
経
』
に
よ
り
、

　
　
染
開
け
ば
則
ち
七
識
を
成
じ
、
合
せ
ば
則
ち
是
れ
梨
耶
な
り
。
（
大
正
四

　
　
五
・
五
二
二
C
）

と
す
る
。

　
そ
の
場
合
、
無
明
七
識
が
種
子
を
薫
ず
る
阿
頼
耶
識
は
、
如
来
蔵
識
と
な
ろ

う
。
ゆ
え
に
心
意
識
義
は
、
種
子
は
果
報
識
一
異
熟
識
一
、
に
薫
ず
る
の
で
は
な

く
、
果
報
識
を
形
造
る
真
如
に
薫
ず
る
と
す
る
。

　
　
果
報
に
薫
ず
と
言
ふ
は
、
位
に
拠
り
て
而
も
説
け
り
。
此
れ
思
ひ
て
簡
ぶ

　
　
べ
し
。
故
に
門
起
信
』
に
云
く
、
「
真
如
薫
無
明
、
無
明
薫
真
如
」
と
い

　
　
へ
り
。
此
の
意
、
実
に
向
か
ふ
な
り
。
一
同
・
五
二
二
C
）

　
阿
頼
耶
識
と
七
転
識
と
の
相
互
因
果
は
、
通
常
「
現
行
薫
種
子
」
「
種
子
生

現
行
し
と
さ
れ
る
が
、
智
傲
は
「
現
行
薫
種
子
」
を
「
無
明
薫
真
如
」
と
見
る

わ
け
で
あ
る
。
無
明
七
識
の
現
行
が
阿
頼
耶
識
に
種
子
を
薫
ず
る
際
、
そ
の
種

子
は
阿
頼
耶
識
を
形
造
る
真
如
を
随
縁
さ
せ
、
次
の
阿
頼
耶
識
の
現
行
を
造

り
、
阿
頼
耶
識
に
薫
ぜ
ら
れ
た
そ
の
無
明
七
識
の
種
子
か
ら
、
次
の
無
明
七
識

の
現
行
が
生
ず
る
。
こ
れ
は
転
生
の
場
合
も
同
じ
で
あ
り
、
通
常
は
、
無
記
な

る
阿
頼
耶
識
の
名
言
種
子
と
、
善
・
悪
た
る
意
識
の
業
種
子
と
に
よ
り
、
総
報

た
る
阿
頼
耶
識
一
困
是
善
悪
・
果
是
無
記
の
異
熟
識
一
が
生
ず
る
と
見
る
が
、

智
傲
は
七
転
識
す
べ
て
の
種
子
が
真
如
に
薫
習
し
て
阿
頼
耶
識
を
生
ず
る
と
見

る
た
め
、
門
孔
目
章
蛙
唯
識
章
に
お
い
て
、

　
　
異
熟
の
識
は
一
切
法
を
摂
す
。
知
る
こ
と
を
得
る
所
以
と
な
ら
ば
、
一
切

　
　
法
の
種
子
に
依
り
て
異
熟
は
生
ず
る
こ
と
を
得
、
煩
悩
と
業
と
報
と
名
言

　
　
習
と
の
等
き
に
局
ら
ず
、
　
一
切
に
随
ひ
て
棚
応
す
る
が
故
に
、
知
る
こ
と

　
　
を
得
る
な
り
。
（
同
・
五
四
四
b
）

と
、
煩
悩
一
発
業
潤
生
の
惑
一
・
業
一
業
種
子
一
・
報
一
総
報
一
・
名
言
習

一
自
の
名
言
種
子
一
に
局
ら
ぬ
一
切
法
の
種
子
に
よ
り
生
ず
る
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
真
如
か
ら
仏
説
が
流
れ
、
そ
の
聞
薫
習
に
よ
っ
て
無
明
七
識
は
次
第

に
浄
化
さ
れ
て
も
い
く
。
こ
れ
が
「
真
如
薫
無
明
」
で
あ
る
。
唯
識
章
は
、
聞

薫
習
種
子
を
真
如
の
随
縁
し
た
も
の
と
す
る
。

　
　
聞
・
思
・
修
の
法
は
、
微
よ
り
著
に
至
る
ま
で
、
並
び
に
本
識
如
来
蔵
に

　
　
由
り
て
成
ず
。
之
を
知
る
所
以
と
な
ら
ば
、
故
に
「
聞
薫
習
は
真
如
よ
り

　
　
流
る
」
と
い
へ
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
真
如
は
是
れ
三
慧
の
本
に
し
て
、

　
　
薫
を
受
け
種
を
成
じ
、
転
た
増
上
せ
し
む
る
こ
と
を
得
。
余
の
法
に
は
即

　
　
ち
無
し
。

　
　
問
ふ
。
若
し
爾
ら
ば
、
真
如
、
徳
を
具
し
、
但
だ
白
と
し
て
流
脳
す
る
の

　
　
み
な
ら
ん
に
、
何
ぞ
更
な
る
薫
を
仮
る
や
。

　
　
答
ふ
。
真
如
は
実
に
自
性
を
守
ら
ず
し
て
、
縁
を
待
ち
て
方
に
起
つ
が
故

　
　
に
、
薫
を
説
く
な
り
。
一
同
・
五
四
五
a
一

　
「
聞
薫
習
は
真
如
よ
り
流
る
」
は
、
真
諦
訳
椚
摂
大
乗
論
釈
』
巻
三
の
「
是

の
聞
薫
習
は
最
清
浄
法
界
よ
り
流
出
す
る
が
故
に
し
一
大
正
三
一
・
一
七
四
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a
一
を
指
す
。
智
傲
は
こ
れ
を
、
真
如
が
自
性
を
守
ら
ず
、
受
薫
し
随
縁
し
て

種
子
に
な
る
と
解
し
て
い
る
。

　
「
転
た
増
上
せ
し
む
る
こ
と
を
得
」
は
、
真
諦
訳
、
摂
大
乗
論
釈
』
巻
三

が
、
聞
薫
習
を
無
漏
智
の
増
上
縁
と
す
る
こ
と
を
指
す
一
同
・
一
七
二
b
一
。

聞
薫
習
は
無
明
七
識
を
浄
化
し
、
聞
・
思
・
修
の
三
慧
を
増
大
さ
せ
、
無
漏
智

を
生
ぜ
し
め
て
依
止
を
転
ず
る
。
無
漏
智
の
困
縁
は
、
逓
常
、
阿
頼
耶
識
中
の

本
有
無
漏
種
子
で
あ
る
が
、
真
諦
訳
で
は
、
転
依
が
聞
薫
習
と
解
性
と
の
和
合

に
よ
る
と
さ
れ
る
ご
と
く
（
同
・
一
七
五
a
一
、
阿
頼
耶
識
の
解
性
で
あ
る
。

巻
一
は
、
阿
頼
耶
識
界
が
「
解
を
以
て
性
と
為
す
」
と
し
一
同
・
一
五
六

C
一
、
門
宝
性
論
』
の
阿
毘
達
磨
経
燭
解
釈
を
用
い
て
説
明
す
る
た
め
、
解
性
が

如
来
蔵
で
あ
る
と
判
る
。
真
諦
訳
は
、
増
上
縁
た
る
聞
薫
習
を
如
来
蔵
に
結
び

付
け
な
い
が
、
智
傲
は
、
無
漏
智
の
因
縁
・
増
上
縁
と
も
如
来
蔵
と
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
、
因
縁
・
増
上
縁
を
、
門
起
信
論
』
の
白
体
相
薫
習
・
用
薫

習
（
大
正
三
二
・
五
七
八
b
～
五
七
九
a
一
で
解
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
摂
大
乗
論
』
は
、
こ
の
相
互
因
果
に
お
い
て
、
阿
頼
耶
識
に
所
薫
の
四
義

を
言
う
。
智
傲
は
、
阿
頼
耶
識
で
は
な
く
、
阿
頼
耶
識
を
形
造
る
真
如
が
薫
習

を
受
け
る
と
考
え
る
の
で
、
『
孔
目
章
』
唯
識
章
に
お
い
て
、
所
薫
の
四
義

を
、
真
如
が
所
薫
と
な
る
四
義
に
読
み
変
え
て
い
る
。

　
　
一
に
は
堅
な
り
。
謂
く
理
実
な
る
が
故
に
堅
な
り
。
識
が
外
の
余
の
法
は

　
　
識
に
依
り
て
白
在
な
ら
ず
。
並
び
に
皆
な
堅
な
ら
ず
。

　
　
間
ふ
。
若
し
諸
法
に
堅
な
く
ん
ば
、
何
を
以
て
の
故
に
、
首
勝
を
引
き
て

　
　
堅
と
為
せ
る
や
。

　
　
答
ふ
。
芭
勝
は
堅
に
似
て
是
れ
堅
な
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
久
し
か

　
　
ら
ず
し
て
散
壊
す
る
が
故
に
。
梨
耶
は
則
ち
是
く
の
如
く
な
ら
ず
。
果
報

　
　
も
亦
た
堅
な
ら
ず
。
縁
に
依
り
て
成
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
自
在
な

　
　
ら
ず
。
何
ぞ
是
れ
堅
な
る
こ
と
を
得
ん
や
。
道
理
可
な
ら
ず
。
（
大
正
四

　
　
五
・
五
四
四
C
）

　
識
以
外
の
余
の
法
は
、
堅
た
り
え
な
い
と
い
う
。
識
と
は
、
下
に
「
果
報
は

体
な
く
、
識
を
用
ひ
て
体
と
為
す
」
と
出
る
ご
と
く
、
果
報
識
一
異
熟
識
一
の

体
た
る
如
来
蔵
を
指
す
。
果
報
識
は
縁
生
で
あ
り
自
在
で
な
い
以
上
、
堅
と
は

呼
べ
な
い
。
芭
勝
は
胡
麻
で
あ
り
、
『
摂
大
乗
論
無
性
釈
』
巻
二
一
大
正
三

一
・
三
八
九
b
）
が
、
異
熟
識
を
芭
勝
に
楡
え
、
堅
と
す
る
の
を
破
し
た
の
で

あ
る
。

　
　
二
に
は
無
記
の
義
、
方
に
薫
を
受
く
る
こ
と
を
得
。
何
を
以
て
の
故
に
。

　
　
無
記
は
即
ち
是
れ
無
分
別
の
義
に
し
て
、
如
来
蔵
の
中
に
方
に
此
の
法
あ

　
　
り
。

　
　
若
し
爾
ら
ば
、
何
を
以
て
の
故
に
、
果
報
を
無
記
と
為
せ
る
や
。

　
　
答
ふ
。
此
れ
は
声
聞
の
智
浅
き
も
の
を
其
の
近
位
に
引
か
ん
が
為
に
、
報

　
　
は
薫
を
受
く
と
説
け
り
。
果
報
は
体
な
く
、
識
を
用
ひ
て
体
と
為
す
。
故

　
　
に
果
報
あ
る
こ
と
な
し
と
説
く
は
究
寛
の
実
の
無
記
の
義
な
り
。
道
理
は

　
　
此
く
の
如
し
。
（
大
正
四
五
・
五
四
四
C
一

　
無
記
は
如
来
蔵
の
無
分
別
の
意
味
で
あ
り
、
果
報
識
一
異
熟
識
）
の
無
記
の

意
味
で
は
な
い
と
い
う
。
無
分
別
に
つ
い
て
は
、
門
捜
玄
記
』
巻
二
「
も
、
「
云

何
ぞ
心
は
無
分
別
を
以
て
一
性
と
為
す
や
。
云
何
ぞ
能
く
種
種
の
事
を
成
ず
る

や
」
「
但
だ
無
分
別
不
住
と
為
す
が
故
に
、
能
く
衆
の
事
を
成
ず
。
若
し
知
り

て
分
別
せ
ば
、
成
ず
べ
か
ら
ず
」
一
大
正
三
五
・
二
八
b
）
と
言
う
。

　
　
三
に
可
薫
と
は
、
唯
だ
如
来
蔵
の
み
自
性
を
守
ら
ず
し
て
諦
法
に
随
ひ
、

　
　
縁
起
し
て
似
の
義
を
成
ず
。
故
に
是
れ
可
薫
な
り
。
余
の
法
は
爾
ら
ず
。

“



　
　
縁
に
縛
ら
る
る
を
以
て
、
何
ぞ
更
に
転
じ
て
諸
法
の
薫
を
受
く
る
こ
と
を

　
　
得
ん
や
。
此
れ
が
為
に
、
余
の
法
は
可
薫
を
成
ぜ
ず
。

　
　
問
ふ
。
義
、
若
し
此
く
の
如
く
ん
ば
、
何
故
ぞ
、
衣
は
薫
を
受
く
る
こ
と

　
　
を
得
る
に
堪
ふ
と
説
け
る
や
。

　
　
答
ふ
。
衣
も
亦
た
是
れ
仮
な
り
。
実
に
は
薫
に
堪
ふ
る
に
非
ず
。
之
を
知

　
　
る
所
以
と
な
ら
ば
、
香
の
衣
に
薫
ず
る
が
如
き
は
、
衣
を
壊
せ
ど
も
香
は

　
　
在
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
絹
に
薫
じ
て
衣
に
薫
ぜ
ず
と
。
此
れ
を
以
て
之

　
　
を
験
す
に
、
衣
に
薫
ず
と
書
ふ
は
位
を
指
す
語
な
り
。
但
だ
絹
と
四
塵
と

　
　
の
等
き
の
み
薫
を
受
く
。
次
を
以
て
之
を
推
す
に
、
四
塵
等
も
亦
た
薫
を

　
　
受
け
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
香
の
薫
ず
る
時
、
香
の
成
ず
る
は
、
即
ち

　
　
是
れ
果
の
義
な
る
を
以
て
な
り
。
因
果
の
道
理
は
乃
ち
是
れ
如
来
蔵
の
徳

　
　
に
し
て
、
蔵
を
離
れ
て
更
に
無
し
。
所
以
に
知
ん
ぬ
、
但
だ
諸
法
の
中
の

　
　
み
に
し
て
因
果
を
弁
ぜ
る
は
、
並
び
に
転
理
門
に
し
て
実
義
に
非
ざ
る
な

　
　
り
。
（
大
正
四
五
・
五
四
四
C
～
五
四
五
a
一

　
衣
云
々
と
は
、
真
諦
訳
門
摂
大
乗
論
釈
』
巻
二
（
大
正
三
一
・
一
六
六
a
）

が
、
異
熟
識
を
衣
に
楡
え
、
可
薫
と
す
る
の
を
指
す
。
異
熟
識
は
位
を
指
す
語

で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
異
熟
識
を
形
造
る
如
来
蔵
が
薫
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
四
に
能
薫
と
相
応
す
と
は
、
唯
だ
如
来
蔵
に
の
み
諸
法
に
応
ず
る
義
あ
り

　
　
て
、
余
の
法
に
は
則
ち
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
白
性
を
守
ら
ざ
る
を

　
　
以
て
の
故
に
。

　
　
若
し
爾
ら
ば
、
何
故
ぞ
鏡
と
質
と
相
応
す
と
説
け
る
や
。

　
　
答
ふ
。
鏡
も
亦
た
相
応
せ
ず
。
但
だ
、
鏡
は
外
質
に
応
ず
と
い
ふ
は
、
即

　
　
ち
是
れ
正
し
き
因
果
の
理
に
し
て
、
正
し
き
因
果
の
理
は
即
ち
無
自
性
、

　
　
無
白
性
な
る
が
故
に
即
ち
無
我
真
如
な
り
。
故
に
知
ん
ぬ
、
鏡
、
質
に
応

　
　
ず
る
は
、
是
れ
其
の
転
理
門
な
る
を
。
一
大
正
西
五
・
一
五
西
五
a
一

　
鏡
と
質
云
々
は
、
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
一
一
大
正
三
一
・
二
五
七

C
一
の
引
く
門
解
節
経
』
が
、
鏡
を
異
熟
識
に
、
そ
こ
に
映
る
質
一
影
像
一
を

他
の
識
に
楡
え
る
の
を
指
す
。
異
熟
識
が
七
転
識
と
柵
応
す
る
一
棉
互
に
因
果

と
な
る
一
の
は
、
実
際
に
は
無
白
性
な
る
如
来
蔵
が
随
縁
し
、
異
熟
識
と
な
っ

て
七
転
識
と
相
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
響
傲
の
阿
頼
耶
識
解
釈
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
特
微
は
、
阿
頼
耶
識
の

如
来
蔵
的
解
釈
と
、
増
上
縁
を
因
縁
に
含
め
る
解
釈
と
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
も
法
空
を
理
由
と
す
る
点
に
お
い
て
、
後
者
は
前
者
に
由
来
す
る
の
で
あ

る
。　
依
止
勝
柵
品
第
一
は
末
那
識
に
も
触
れ
る
た
め
、
続
け
て
智
傲
の
末
那
識
解

釈
を
見
る
。
門
孔
目
章
』
唯
識
章
は
、
『
摂
大
乗
論
』
が
染
汚
意
相
応
の
四
煩
悩

の
み
を
説
き
他
の
心
所
を
説
か
ざ
る
こ
と
を
、
心
所
説
が
道
に
お
い
て
無
益
で

あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
賞
賛
し
一
大
正
四
五
・
五
四
六
b
一
、
司
五
十
要
間
答
』

心
数
及
心
所
有
法
義
も
、
始
教
の
末
那
識
の
心
所
を
四
煩
悩
と
五
遍
行
の
み
と

す
る
。

　
　
末
那
識
は
九
を
起
す
。
遍
行
の
五
と
及
び
我
見
と
我
愛
と
我
慢
と
無
明
と

　
　
ぞ
。
…
此
れ
は
三
乗
始
教
の
露
相
に
約
し
て
説
く
な
り
。
一
同
・
五
二
五

　
　
C
一

　
鎌
田
茂
雄
博
士
は
、
末
那
識
の
心
所
を
九
と
す
る
こ
の
説
が
、
『
成
唯
識

論
』
巻
四
の
有
義
や
、
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
の
梵
文
『
唯
識
三
十
煩
釈
』
と
等
し

い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
「
安
慧
の
義
を
正
し
く
継
承
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
」
と
さ
れ
る
。

　
し
か
し
こ
れ
は
、
真
諦
訳
『
転
識
論
』
の
説
で
も
あ
り
、
古
く
か
ら
摂
論
宗
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に
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
門
転
識
論
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
第
二
に
執
識
と
は
、
此
の
識
は
執
著
を
以
て
体
と
為
し
、
四
惑
と
相
応

　
　
す
。
一
に
は
無
明
、
二
に
は
我
見
、
三
に
は
我
慢
、
四
に
は
我
愛
ぞ
。
此

　
　
の
識
を
ば
有
覆
無
記
と
名
づ
く
。
亦
た
五
種
の
心
法
と
相
応
す
る
こ
と
あ

　
　
り
。
（
大
正
三
一
・
六
二
a
一

　
智
傲
は
『
成
唯
識
論
』
の
有
義
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
前
に

刊
転
識
論
』
を
通
じ
末
那
識
の
心
所
を
九
と
す
る
説
に
触
れ
て
い
た
筈
で
あ

る
。　
『
孔
目
章
』
唯
識
章
は
、
末
那
識
の
四
煩
悩
を
煩
悩
障
の
み
と
し
、
煩
悩
障

が
滅
す
る
見
道
に
お
い
て
、
末
那
識
も
滅
す
る
と
い
う
。

　
　
末
那
識
は
無
漏
道
に
於
て
即
ち
識
あ
る
こ
と
な
し
と
説
く
。
何
を
以
て
の

　
　
故
に
。
無
我
の
理
に
於
て
其
の
妨
げ
を
成
ず
が
故
に
。
若
し
滅
す
る
時
を

　
　
説
か
ば
、
初
の
見
道
位
に
即
ち
末
那
を
滅
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
障
、

　
　
無
我
の
理
を
見
る
が
故
に
。
か
る
が
故
に
門
無
性
摂
論
』
に
云
く
、
「
染

　
　
の
末
那
を
転
ず
る
が
故
に
、
平
等
性
智
を
得
。
初
の
現
観
の
時
に
先
ず
巳

　
　
に
証
得
し
、
修
道
位
に
於
て
転
復
た
清
浄
た
り
」
と
い
へ
り
。
清
浄
と
は

　
　
即
ち
習
気
を
滅
す
。
（
大
正
四
五
・
五
四
六
b
）

　
こ
こ
で
は
、
末
那
識
の
初
地
見
道
滅
の
証
と
し
て
、
門
摂
大
乗
論
無
性
釈
』

巻
九
の
文
一
大
正
三
一
・
四
三
八
a
一
が
引
か
れ
、
「
修
道
位
に
於
て
転
復
た

清
浄
た
り
」
と
は
、
末
那
識
の
現
行
・
種
子
を
滅
し
た
後
の
、
習
気
を
除
く
こ

と
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
出
世
の
末
那
を
認
め
な
い
こ
の
説
が
、
門
成
唯
識
論
』

巻
五
の
安
慧
説
と
等
し
い
こ
と
は
、
坂
本
幸
男
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
。
白
分
の

知
見
で
は
、
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
の
梵
文
門
唯
識
三
十
類
釈
』
と
も
一
致
す
る
。

　
但
し
こ
れ
も
、
真
諦
門
摂
大
乗
論
義
疏
』
の
釈
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

遭
基
『
摂
大
乗
義
章
』
巻
四
に
、

　
　
三
蔵
解
し
て
云
く
、
阿
陀
那
識
は
是
れ
肉
煩
悩
な
り
と
い
へ
り
。
三
蔵
復

　
　
た
云
く
、
六
識
あ
り
て
陀
那
な
き
は
、
謂
く
須
陀
涯
等
の
三
学
果
の
人
な

　
　
り
と
い
へ
り
。
此
れ
を
以
て
当
に
知
る
べ
し
、
三
蔵
法
師
、
識
を
唯
だ
見

　
　
諦
の
断
と
の
み
判
ぜ
る
を
。
一
大
正
八
五
・
一
〇
四
一
C
一

と
あ
り
、
真
諦
が
末
那
識
一
阿
陀
那
識
一
を
見
道
断
と
し
て
い
た
こ
と
が
判

る
。
円
測
『
解
深
密
経
疏
』
巻
三
も
、
真
諦
の
末
那
識
を
成
仏
せ
ず
と
す
る
。

　
　
第
七
阿
陀
那
は
、
此
に
執
持
と
云
ふ
。
第
八
を
執
持
し
我
我
所
と
為
す
。

　
　
唯
だ
煩
悩
障
の
み
に
し
て
、
法
執
な
し
。
定
ん
で
成
仏
せ
ず
。
一
新
纂
続

　
　
蔵
二
一
・
二
四
〇
b
一

三
　
応
知
勝
相
晶
第
二

　
応
知
勝
相
と
は
三
性
で
あ
る
。
門
摂
大
乗
論
』
は
四
経
を
引
い
て
三
性
を
説

き
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
偶
を
引
い
て
三
無
性
を
説
く
。
榊
五
十
要
問
答
∵
二

性
三
無
性
義
は
そ
の
略
釈
で
あ
る
が
、
簡
潔
で
あ
る
た
め
本
稿
で
は
採
り
上
げ

な
い
。

　
凝
然
『
五
十
要
闘
答
加
塵
章
』
巻
一
は
、
門
摂
大
乗
無
性
釈
論
疏
』
が
二
種

の
遍
計
所
執
性
を
説
い
て
い
た
と
い
う
。

　
　
即
ち
章
主
の
門
元
性
摂
論
疏
』
第
一
に
二
種
の
遍
計
所
執
あ
り
。
一
に
は

　
　
人
遍
計
所
執
、
二
に
は
法
遍
計
所
執
な
り
。
実
我
と
実
人
と
を
執
す
る
所

　
　
の
情
見
を
人
遍
計
と
名
づ
け
、
法
体
と
因
果
と
の
等
き
棚
を
実
と
計
す
る

　
　
を
法
遍
計
と
名
づ
く
。
一
□
口
本
大
蔵
経
華
厳
宗
章
疏
上
・
三
b
一

　
こ
れ
は
椚
摂
大
乗
無
性
釈
論
疏
』
巻
一
一
順
高
『
起
信
論
本
疏
聴
集
記
』
巻

三
本
所
引
一
に
、
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又
た
法
遍
計
を
説
く
。
所
説
の
人
遍
計
は
、
門
雑
集
払
榊
』
の
相
形
を
法
と

　
　
取
る
に
対
ひ
て
則
ち
知
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
一
日
仏
全
九
二
・
二
二
五

　
　
b
一

と
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
原
文
は
「
又
説
法
遍
計
所
説
人
遍
計
…
」
で
あ

り
、
誤
脱
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、
も
し
右
の
よ
う
に
読
む
な
ら
ば
、
人
遍

計
は
『
雑
集
論
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
法
遍
計
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
よ
う
に
読
め
よ
う
。
こ
れ
は
、
門
孔
目
章
』
唯
識
章
が
初
教
に
つ
き
、

　
　
法
空
を
尽
さ
ざ
る
は
、
即
ち
是
れ
其
の
妄
な
り
。
（
大
正
四
五
■
・
五
西
七

　
　
b
一

と
す
る
ご
と
く
、
智
傲
が
、
『
雑
集
論
』
等
の
初
教
の
識
有
の
主
張
を
、
法
空

を
尽
さ
ず
と
見
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
法
遍
計
に
は
識

有
の
主
張
も
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
『
摂
大
乗
論
』
は
、
依
他
起
性
を
種
子
に
繋
属
す
る
十
一
識
と
し
、

閉
摂
大
乗
論
釈
』
巻
五
は
、

　
　
唯
だ
是
の
一
識
の
み
、
或
ひ
は
八
識
を
成
じ
、
或
ひ
は
十
一
識
を
成
ず
。

　
　
　
（
大
正
二
二
・
一
八
八
a
一

と
言
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
椚
五
十
要
問
答
』
心
数
及
心
所
有
法
義
に
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。

　
　
若
し
三
乗
終
教
に
約
し
て
論
ず
れ
ば
、
即
ち
頼
耶
と
六
識
と
の
等
き
、
皆

　
　
な
具
さ
に
一
切
の
所
有
法
を
起
す
。
唯
一
識
、
十
一
識
を
成
ず
る
に
蜘
る

　
　
が
故
に
。
一
大
正
四
五
・
五
二
五
C
一

　
終
教
に
お
い
て
は
、
阿
頼
耶
識
や
六
識
が
そ
れ
ぞ
れ
一
切
の
心
所
を
起
し
、

そ
れ
は
唯
一
識
が
十
一
識
を
成
ず
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　
十
一
識
は
八
識
の
言
い
替
え
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
唯
一
識
は
、
法
相
唯
識

で
い
う
種
子
頼
耶
、
つ
ま
り
現
行
の
阿
頼
耶
識
に
薫
じ
つ
け
ら
れ
た
八
識
・
十

一
識
の
種
子
で
あ
っ
て
、
「
或
ひ
は
八
識
を
成
じ
、
或
ひ
は
十
一
識
を
成
ず
し

と
一
青
う
の
も
、
八
識
・
十
一
識
の
種
子
が
そ
れ
ぞ
れ
八
識
・
十
一
識
の
現
行
を

生
じ
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
八
識
体
一
の
意
味
で
は
な
い
。

　
し
か
し
智
傲
は
こ
れ
を
八
識
体
一
の
意
味
に
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
識
が

体
一
で
あ
り
、
根
底
で
繋
が
っ
て
い
る
以
上
、
八
識
全
体
が
、
眼
識
な
り
耳
識

な
り
の
、
或
る
識
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
他
の
識
は

金
て
そ
の
識
に
収
め
ら
れ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
言
わ
ば
八
識
間
の
一
即
一

切
・
一
切
即
一
が
起
る
こ
と
に
な
る
。
或
る
識
が
、
他
の
識
す
べ
て
を
収
め
て

い
る
以
上
、
或
る
識
は
、
他
の
識
の
具
す
心
所
す
べ
て
を
も
、
具
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
「
頼
耶
と
六
識
と
の
等
き
、
皆
な
具
さ
に
一
切
の
所
有
法
を
起
す
。

唯
一
識
、
十
一
識
を
成
ず
る
に
由
る
が
故
に
」
は
、
そ
う
い
う
意
味
に
解
さ
な

く
て
は
な
る
ま
い
。
鎌
田
茂
雄
博
士
が
、
智
傲
が
十
一
識
を
心
所
と
考
え
た
、

と
解
釈
し
、
「
摂
大
乗
論
で
い
う
十
一
識
は
決
し
て
心
所
説
で
は
な
い
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
同
一
視
し
た
と
こ
ろ
に
智
傲
の
誤
解
が
あ
り
」
と
さ
れ
る
の

は
、
智
傲
で
は
な
く
、
鎌
田
博
士
の
誤
解
で
あ
ろ
う
。
心
数
及
心
所
有
法
義

は
、　
　
三
乗
終
大
乗
と
及
び
一
乗
別
教
と
の
内
に
就
か
ば
、
心
数
は
即
ち
無
量
あ

　
　
り
。
並
び
に
縁
起
法
界
の
数
量
の
如
し
。
何
を
以
て
の
赦
に
。
諦
の
心
数

　
　
の
類
は
、
一
一
の
縁
別
に
し
て
、
其
の
縁
の
別
に
約
さ
ば
、
総
じ
て
説
く

　
　
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
。
三
乗
等
の
総
じ
て
数
を
明
す
と
は
同
じ
か
ら
ざ
る

　
　
な
り
。
一
同
・
一
五
二
五
b
一

と
い
う
。
先
述
の
ご
と
く
、
一
一
の
無
量
の
増
上
縁
が
困
縁
と
な
り
う
る
以

上
、
そ
の
果
と
し
て
生
ず
る
心
所
の
種
類
も
ま
た
無
量
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
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あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
も
、
智
傲
が
十
一
識
を
終
教
の
心
所
と
見
て
い
な
か
っ
た

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
さ
て
十
一
識
全
て
を
認
識
し
う
る
の
が
意
識
で
あ
る
。
門
摂
大
乗
論
』
巻
止

は
、
諸
師
の
説
と
し
て
一
意
識
計
を
述
べ
る
。
そ
れ
は
、

　
　
　
『
経
』
に
「
此
の
眼
等
の
五
根
の
所
縁
の
境
界
の
、
一
一
の
境
界
を
、
意

　
　
識
は
能
く
取
る
」
と
言
ふ
が
如
し
。
（
大
正
三
一
・
一
一
九
a
）

と
い
う
経
文
を
教
証
と
し
、
意
識
の
み
の
実
在
を
主
張
す
る
説
で
あ
り
、
基

『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
一
に
よ
れ
ば
八
識
体
一
の
説
で
あ
る
一
大
正
四
三
・
二

三
六
C
）
。
刊
五
十
要
問
答
』
心
数
及
心
所
有
法
義
に
、
こ
の
経
文
を
引
く
。

　
　
意
識
は
遍
行
等
の
六
位
の
所
有
法
を
起
す
。
五
識
は
則
ち
不
定
な
り
。
或

　
　
ひ
は
初
の
五
、
或
ひ
は
一
切
な
り
。
意
識
と
或
ひ
は
同
体
、
或
ひ
は
異
体

　
　
な
る
に
出
る
が
故
に
。
か
る
が
故
に
『
経
』
に
二
意
識
あ
り
て
五
識
と

　
　
共
に
境
を
縁
ず
L
と
云
ふ
が
故
に
。
此
れ
は
三
乗
始
教
の
麓
相
に
約
し
て

　
　
説
く
な
り
。
（
大
正
四
五
・
五
二
五
C
一

　
通
常
、
前
五
識
に
は
悪
慧
の
心
所
等
は
相
応
し
な
い
が
、
智
傲
は
遍
行
の
五

か
ら
一
切
ま
で
の
心
所
と
相
応
し
う
る
と
し
、
意
識
と
「
或
ひ
は
同
体
、
或
ひ

は
異
体
し
だ
か
ら
と
す
る
。
こ
れ
は
一
意
識
計
を
六
識
体
一
の
説
と
す
る
も
の

に
他
な
ら
な
い
。
門
五
十
要
問
答
』
心
意
識
義
も
、

　
　
意
識
と
及
び
五
識
と
は
亦
同
亦
異
な
り
。
一
同
・
五
二
三
a
一

と
し
、
『
孔
目
章
』
唯
識
章
も
、

　
　
意
識
は
是
れ
分
別
に
し
て
、
一
切
処
を
分
別
す
。
分
別
と
其
の
五
識
と
は

　
　
亦
一
亦
異
な
り
。
一
同
・
五
四
六
C
一

と
す
る
。
一
意
識
計
を
六
識
体
一
の
説
と
す
る
こ
と
は
、
円
測
『
成
唯
識
論

疏
』
も
述
べ
て
い
た
ら
し
く
、
慧
沼
門
成
唯
識
論
了
義
燈
』
巻
一
末
の
破
斥
を

受
け
て
い
る
（
大
正
四
三
・
六
七
三
C
一
。

　
『
摂
大
乗
論
』
は
、
一
意
識
計
に
つ
い
て
否
定
も
肯
定
も
し
て
い
な
い
。
し

か
し
『
成
唯
識
論
』
巻
一
は
、
「
唯
識
理
に
迷
謬
せ
る
者
し
に
如
実
解
を
得
さ

せ
る
こ
と
を
造
論
の
意
趣
と
し
、
そ
の
者
の
内
に
「
或
ひ
は
諸
識
は
用
は
別
に

体
は
同
な
り
と
執
す
」
を
挙
げ
て
い
る
一
新
導
本
通
十
一
頁
一
。
そ
し
て
基

『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
一
は
、
こ
れ
を
門
摂
大
乗
論
』
の
一
意
識
計
等
と
す
る

一
大
正
四
三
・
二
三
六
C
一
。
し
か
る
に
智
傲
は
一
意
識
計
を
許
容
す
る
の
で

あ
る
。四

　
応
知
入
勝
相
品
第
三

　
応
知
入
勝
相
と
は
三
性
に
悟
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
方
便
と
し
て
、
名

尋
思
・
義
尋
思
・
白
性
尋
思
・
差
別
尋
思
の
四
尋
思
が
あ
る
。
椚
五
十
要
問

答
』
四
尋
思
義
は
、
開
け
ば
六
尋
思
、
合
せ
ば
三
尋
思
に
な
る
と
す
る
。

　
　
六
尋
思
は
、
其
の
名
と
義
と
に
各
お
の
自
性
と
及
び
差
別
と
あ
る
を
分
け

　
　
る
が
故
に
、
六
あ
る
な
り
。
三
尋
思
は
、
其
の
名
に
義
を
合
す
る
と
、
白

　
　
性
と
及
び
差
別
と
を
、
則
ち
三
と
為
す
な
り
。
一
大
正
四
五
・
一
五
二
九

　
　
a
一

　
六
尋
思
は
、
『
摂
大
乗
論
無
性
釈
』
巻
六
の
次
の
文
に
依
ろ
う
。

　
　
若
し
は
名
、
若
し
は
義
の
、
白
性
と
差
別
、
仮
の
自
性
と
差
別
と
の
義
、

　
　
是
く
の
如
き
六
種
の
義
は
、
皆
な
無
な
る
が
故
に
。
一
大
正
三
一
・
四
一

　
　
五
b
一

　
六
尋
思
は
円
測
『
成
唯
識
論
疏
』
も
述
べ
て
い
た
ら
し
く
、
慧
沼
門
成
唯
識

論
了
義
灯
』
巻
七
本
の
破
斥
を
受
け
て
い
る
一
大
正
四
三
・
七
九
五
b
一
。
三

尋
思
は
、
真
諦
訳
閉
摂
大
乗
論
釈
』
巻
八
の
、
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若
し
菩
薩
、
名
と
白
性
と
の
仮
設
と
、
差
別
の
仮
設
と
は
、
唯
だ
分
別
を

　
　
体
と
為
す
と
見
れ
ば
、
分
別
の
無
柵
性
に
入
る
こ
と
を
得
。
一
大
正
三

　
　
一
・
二
一
一
a
）

に
依
ろ
う
。

　
次
に
三
性
へ
の
悟
入
を
見
る
。
門
摂
大
乗
無
性
釈
論
疏
』
一
均
如
門
釈
華
厳
教

分
記
円
通
抄
』
巻
六
所
引
一
は
、
応
知
勝
相
品
第
二
と
応
知
入
勝
柵
品
第
三
と

で
、
三
性
の
説
き
方
に
違
い
が
あ
る
と
す
る
。

　
　
　
門
無
性
疏
』
に
云
く
。
－

　
　
行
三
性
と
は
、
第
三
勝
相
の
中
の
如
く
、
其
の
二
性
よ
り
、
無
性
に
人
る

　
　
も
の
な
り
。
是
れ
を
広
く
釈
す
る
こ
と
、
彼
の
如
し
。

　
　
二
に
解
三
性
を
明
か
さ
ば
、
第
二
勝
相
の
如
く
、
広
く
三
性
を
弁
ぜ
る

　
　
後
、
無
性
を
得
る
も
の
な
り
。
是
れ
は
『
論
』
の
如
し
。
一
麗
蔵
四
七
・

　
　
二
一
八
a
一

　
応
知
勝
相
品
第
二
は
、
三
性
を
説
い
た
後
、
三
無
性
を
説
く
が
、
こ
の
応
知

入
勝
相
品
第
三
は
、
所
分
別
た
る
名
と
義
と
を
分
別
性
と
し
、
そ
れ
に
依
拠
す

る
能
分
別
を
依
他
性
と
し
、
二
性
の
無
を
見
る
こ
と
に
よ
り
三
無
性
に
人
る
と

説
く
。
こ
の
際
、
真
実
性
は
言
わ
れ
て
い
な
い
。
智
傲
は
そ
れ
を
指
摘
す
る

が
、
実
は
、
こ
れ
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、
霊
潤
な
の
で
あ
る
。
門
続
高
僧

伝
』
巻
十
五
の
霊
潤
伝
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
資
糧
章
の
中
に
及
び
て
は
、
衆
師
並
び
に
謂
く
、
三
重
観
あ
り
、
無
相
と

　
　
無
生
と
及
び
無
性
性
と
な
り
と
い
へ
り
。
潤
、
文
を
擶
し
旨
を
尋
ぬ
る

　
　
に
、
第
三
重
な
き
な
り
。
故
に
論
文
の
上
下
に
唯
だ
両
重
の
み
あ
り
。
…

　
　
前
に
無
袖
を
観
じ
外
塵
の
想
を
捨
て
、
後
に
無
生
を
観
じ
唯
識
の
想
を
捨

　
　
つ
。
故
に
第
三
な
し
。
三
性
に
塞
約
し
て
三
無
性
を
説
く
も
、
観
は
執
を

　
　
遣
る
に
拠
り
て
、
唯
だ
両
重
の
み
あ
り
。
一
大
正
五
〇
∴
五
四
七
a
一

　
資
糧
章
と
は
、
応
知
人
勝
棚
口
㎜
第
三
の
入
資
糧
章
で
あ
る
。
『
続
商
僧
伝
』

は
、
こ
の
霊
潤
の
説
を
「
諾
師
に
異
な
る
も
の
あ
り
」
一
同
・
五
幽
七
a
一
と

評
す
る
が
、
智
傲
は
霊
潤
に
従
う
の
で
あ
る
。

　
霊
潤
は
玄
奨
の
訳
場
に
列
し
た
が
、
玄
奨
訳
の
経
論
に
対
し
、
門
十
四
門

義
』
を
撰
し
て
批
判
し
た
。
宇
丼
伯
寿
博
土
は
、
「
恐
ら
く
続
高
僧
伝
の
成
つ

た
六
六
四
年
頃
に
は
尚
未
だ
生
存
し
て
居
た
で
あ
ら
う
為
に
其
寂
年
も
記
さ
れ

て
屠
ら
ぬ
」
と
言
わ
れ
る
。
六
六
四
年
は
玄
装
が
六
十
五
■
歳
で
没
し
た
年
で
あ

り
、
霊
潤
は
、
玄
奨
よ
り
一
回
り
ほ
ど
年
上
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
智
傲
は
玄
奨
よ
り
二
歳
下
で
あ
る
が
、
霊
潤
の
説
は
、
智
傲
二
十
七
歳
の

作
で
あ
る
『
捜
玄
記
』
巻
三
下
に
、

　
　
実
境
を
遣
り
て
滅
す
る
時
、
即
ち
一
分
の
空
な
る
無
相
性
を
得
。
無
相
の

　
　
現
ず
る
が
故
に
、
唯
識
の
想
も
境
も
、
並
び
に
生
ぜ
ざ
る
を
、
無
性
性
を

　
　
得
る
と
名
、
づ
く
。
此
れ
は
是
れ
、
行
門
の
唯
識
観
法
な
り
。
若
し
解
を
生
一

　
　
ず
る
に
約
さ
ば
、
則
ち
三
性
の
後
に
、
無
性
性
を
弁
ず
。
一
大
正
三
五
・

　
　
六
四
C
一

と
、
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
分
の
空
な
る
無
相
性
し
は
、
門
摂
大
乗
論

釈
』
巻
八
の
「
此
の
智
に
由
る
が
故
に
菩
薩
は
真
義
の
一
分
に
入
る
。
謂
く
無

相
性
ぞ
」
一
大
正
三
一
・
二
〇
八
a
b
一
に
よ
る
。
智
傲
は
お
そ
ら
く
、
霊
潤

が
椚
摂
大
乗
論
』
の
注
釈
を
造
る
と
同
時
に
、
そ
の
説
を
採
用
し
た
の
で
あ

る
。
両
者
に
は
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

以
上
で
、
珊
摂
大
乗
論
』

の
前
三
品
に
お
け
る
、
智
傲
の
主
要
な
解
釈
を
見
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終
え
た
。
種
子
説
の
み
は
、
縁
起
因
門
六
義
法
と
併
せ
て
研
究
す
べ
き
な
の
で

別
稿
を
期
し
た
。
門
五
十
要
問
答
』
四
尋
思
義
は
大
部
な
も
の
な
の
で
、
い
ず

れ
全
体
を
註
解
す
べ
く
、
ご
く
一
部
の
紹
介
に
留
め
て
あ
る
。
智
傲
と
師
の
法

常
と
の
関
係
は
、
逸
文
か
ら
見
る
限
り
余
り
顕
著
な
も
の
は
見
い
出
せ
ぬ
た
め

触
れ
な
か
っ
た
が
、
真
諦
・
曇
遷
・
霊
潤
・
円
測
と
の
関
係
は
、
明
白
に
で
き

た
と
思
う
。
本
稿
に
お
い
て
、
自
分
は
、
唐
代
唯
識
思
想
研
究
の
知
ら
れ
ざ
る

資
料
た
る
智
傲
の
『
摂
大
乗
論
』
解
釈
を
紹
介
し
、
斯
学
の
欠
を
補
お
う
と
試

み
た
の
で
あ
る
。

注

（
↓
　
閉
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
五
、
大
正
五
〇
・
六
五
四
a
。

一
2
一
従
来
、
六
四
九
年
の
『
摂
大
乗
論
無
性
釈
』
訳
出
以
降
の
作
と
さ
れ
て

　
い
た
が
、
逸
文
が
『
成
唯
識
論
』
一
六
五
九
年
の
末
に
訳
了
一
を
引
く
こ

　
と
に
よ
り
、
六
六
〇
年
、
智
傲
五
十
九
歳
以
降
の
作
に
ま
で
限
定
で
き
る

　
　
（
凝
然
門
五
教
章
通
路
記
』
巻
二
十
四
所
引
、
大
正
七
二
・
四
七
六
b

　
C
）
。
門
摂
大
乗
無
性
釈
論
疏
』
の
教
判
は
三
教
判
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く

　
と
も
六
六
〇
年
に
は
三
教
判
を
用
い
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
同
じ
門
成
唯

　
識
論
』
を
引
く
も
三
教
判
を
用
い
な
い
『
五
十
要
間
答
』
は
、
更
に
後
の

　
作
と
な
る
。
智
傲
は
六
六
八
年
に
没
す
る
た
め
、
明
確
に
五
教
判
を
出
す

　
　
門
孔
目
章
』
は
、
最
晩
年
の
作
と
な
ろ
う
。

一
3
一
坂
本
幸
男
博
士
は
こ
の
文
に
つ
き
、
「
現
存
の
無
性
釈
摂
大
乗
論
釈
に

　
は
こ
の
文
を
看
出
し
難
し
。
或
は
取
意
の
文
か
、
尚
可
考
」
と
な
さ
れ

　
た
。
門
華
厳
教
学
の
研
究
』
四
一
〇
頁
註
五
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五

　
L
、
〇

　
一
ノ

一
4
一
こ
の
門
解
深
密
経
』
の
文
が
、
経
の
原
意
と
し
て
い
か
に
解
さ
れ
る
べ

　
き
で
あ
る
か
は
、
緕
城
令
闘
博
士
門
心
意
識
説
よ
り
見
た
る
唯
識
思
想

　
史
』
二
〇
六
－
二
一
四
頁
、
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三
五
に

　
詳
し
い
。

一
5
一
大
正
三
二
・
五
七
五
c
。

一
6
一
法
蔵
門
探
玄
記
』
巻
四
に
、
「
依
遷
禅
師
、
釈
為
十
甚
深
義
」
と
あ

　
る
。
大
正
三
五
・
一
七
六
C
。

一
7
一
　
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
九
〇
頁
、
東
大
出
版
会
、
一
九
六
五
。

一
8
一
註
3
前
掲
書
四
一
四
頁
。

一
9
一
。
つ
1
蟹
く
一
二
戸
ξ
§
菖
一
§
ぎ
§
ま
き
二
～
ユ
ω
’
H
竃
㎝
一
も
ー
軍
山

　
口
益
・
野
沢
静
証
両
博
士
『
世
親
唯
識
の
原
典
解
明
』
二
四
五
～
二
四
六

　
頁
、
法
蔵
館
、
一
九
五
三
。

一
1
0
）
こ
の
書
は
著
者
名
を
欠
く
が
、
勝
又
俊
教
博
士
判
仏
教
に
お
け
る
心
識

　
説
の
研
究
』
七
九
六
頁
、
山
喜
房
、
一
九
六
一
に
よ
り
道
基
の
作
と
推
定

　
さ
れ
て
い
た
。
自
分
は
今
度
、
基
閉
大
乗
法
苑
義
林
章
』
断
障
章
の
「
古

　
基
師
云
、
聖
道
九
品
、
断
亦
九
品
し
一
大
正
四
五
・
二
八
四
b
）
が
、
こ

　
の
書
の
「
聖
道
九
品
、
惑
亦
九
品
」
一
大
正
八
五
・
一
〇
四
〇
a
一
で
あ

　
る
の
を
発
見
し
、
道
基
の
作
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
旦
　
閉
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
巻
十
二
の
「
遍
計
所
執
白
性
者
、

　
夫
、
於
色
等
柵
、
周
遍
計
度
、
起
増
益
執
…
」
（
大
正
三
一
・
七
五
一

　
b
一
を
指
す
。

一
1
2
一
註
7
前
掲
書
九
一
頁
。

（
1
3
一
　
『
印
度
哲
学
研
究
第
六
』
三
9
二
頁
、
岩
波
筈
店
、
一
九
六
五
。

一
お
お
た
け
・
す
す
む
　
筑
波
大
学
大
学
院
博
十
課
程
哲
学
・
思
想
研
究
科
一

60


